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以下のとおり、2026年度夏出発BSAⅡ・Ⅳの募集を行います。（選考年度：2025年度）

* 経営学部では、長期留学予定学生が留学派遣先大学でより充実した学習ができるよう、留学前もしくは留学後の教育として、英語

もしくは中国語による「プロジェクト研究（GBL型）」を開講しています。GBLとはGlobal Business Leadershipの略称で、

「プロジェクト研究（GBL型）」とはグローバルな視点に立って世界を舞台に活躍するビジネス・リーダーの育成を目標に設計

されている科目です。BSAプログラム、および全学留学プログラムにて海外に留学に行く学生はぜひ受講してください。

2026年1月8日（木） 12：30
～もしくは

2026年1月9日（金） 12：30～
対面実施（予定）

※応募を考えている方は 必ず応募の前に募集ガイダンスに参加もしくは経営学部事務室国際担当に相談の上、
応募ください。

　　＜経営学部事務室 国際担当　@ＡＣ事務室内＞
　平日9：00～17：00　（11：30～12：30、土日祝を除く）

☎072-665-2090　✉ba-koku@st.ritsumei.ac.jp
★先輩の留学体験談動画をmanaba+Rで公開しています！応募の際の参考にしてください！ →

項目

2025年11月10日(月)～11月17日(月)
各日ともに9：30～17：10

ZOOM

11月26日（水）　10：00 manaba+R

Business Studies AbroadⅡ･Ⅳ募集の流れ

備考

応募書類
提出期間

共
通

Business Studies AbroadⅡ･Ⅳとは？

詳細は派遣許可者に別途学内メールにて
連絡します

合否結果は、
manaba+R > 大学からのお知らせ

> 「留学」
に掲載されます

・応募書類は手書きでもPC入力で作成でも
かまいません

・応募書類を手書きで作成する場合はすべて
黒のボールペン（鉛筆・フリクションは不可）
で記載すること

・応募書類に不備のあった場合、不備修正を
含め応募締切までに行うこと

　＜窓口での提出受付時間＞
　平日9：00～17：00
　 （11:30～12:30、土日祝を除く）

・ 応募書類の提出時に左記日程より
希望日時を複数提示ください

・ 30分程度の個人面接
・ 詳細は学内メールへ後日（11/7を予定）

連絡しますので、確認後返信をお願いします

派遣許可者
決定

（合否結果発
表）

第1回派遣者
ガイダンス

2025年10月22日（水）
～11月5日（水）

日程 方法

　【応募書類入手方法】
　　BSAのHP＜https://ritsumei-ba-gblp.jp＞

よりダウンロード

　【提出方法】
 申請資料一式を印刷し左上に
ホチキス止めの上、
OIC学びステーション窓口で提出

面接期間

　BSAⅡ及びⅣは、経営学部で学んでいる皆さんに、自らの専攻する学問に対して国内だけでなく、グローバルな社会の要請や意義を
確かめ学んでいただく経営学部独自の留学プログラムです。留学先大学で修得した外国語や専門科目は、経営学部の単位として認定
されます。そのため、留学前の本学での学修と留学先での学修を積み上げていれば、留学したことで卒業が遅れることはありません。
　またこのプログラムの基本は交換留学であり、学費は本学と留学先大学との間で相殺になるため（派遣型留学を除く）、留学先に学費
を支払う必要はありません。「立命館大学海外留学チャレンジ奨学金」に基づき、留学期間に応じて奨学金も支給されます。

B
S
A
Ⅳ

B
S
A
Ⅱ

2セメスター、3セメスターの
交換型 / 派遣型留学

1セメスターの交換型留学・ 経営系の大学やビジネススクールで各自の経営学の専門分野に応じた
正規留学科目を受講することができます。

・ 原則、中国の大学では中国語、それ以外の派遣先大学では英語で開講
される授業を受けることになります。派遣先大学によってはその派遣先国の
言語で開講される授業も受講できます。また、各自の語学レベルによっても
派遣先国の言語で開講される授業の受講が許可される場合があります。

1

2

manaba+R ＞経営学部生のページ＞

【BSA】経営学部独自留学プログラム
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プログラムの応募資格は次の1）～7）の通りです。

なお、応募にあたっては事前に必ず経営学部事務室国際担当に相談ください。

1） 応募時に立命館大学経営学部1・2回生であること。※大学院生は対象外

（3回生以上で応募希望の方は、相談時に申し出てください。)

2） 留学期間中に、本学の学籍が除籍（特に学費未納除籍）や卒業にならないこと。

3） 留学直前のセメスターの学籍状態が「在学」であり、募集期間中に休学中（一部事由を除く）でないこと。

※応募時の学籍が「在学」でない場合は、必ず事前に経営学部事務室で応募可否を確認してください。

4） 留学先のプログラムについて、多大な関心と意欲を持っていること。

5） 本プログラムの趣旨・目的を理解し、留学前、留学後に行われるガイダンスやオリエンテーション、現地での学修のすべてに

参加可能であること。

6） 累積もしくは直近セメスターのGPAが2.75～3.0以上であること。

※詳細は「4-1．派遣先一覧」のGPA欄を参照してください。

7） 留学先の定める語学基準を満たしていること。

※詳細は「4-1．派遣先一覧」の語学基準欄を参照してください。

※経営学部では申請と所定の審査に基づき、講座や検定試験の受講・受験料の補助を下記の通り行っています。

　 詳細は経営学部事務室までお尋ねください。

・CLA（言語習得センター）、孔子学院の中国語講座の講座受講料　　25,000円（上限）※在学中1回まで

・TOEFL iBT®テスト、IELTS、IELTS for UKVIの受験料　　15,000円（上限）※1年度中1回まで

応募資格について

memo

3

BSAプログラムと全学募集プログラム（国際教育センター主管の留学プログラム）を併願することはできますか。

すでに同じ期間に実施される留学プログラムの選考に応募・合格している方は、同期間のプログラム（全学

募集プログラム・BSAプログラムの別を問わず）に応募できません。同じ期間に実施されるプログラムへの

応募を希望する場合は、応募・合格しているプログラムの辞退を申し出た後で、応募してください。

- 2 -



4-1.派遣先一覧

3名
程度

2.75
以上

2名
2.75
以上

2名
程度

3.0
以上

3名
程度

3.0
以上

3名
程度

2.75
以上

3名
程度

2.75
以上

3名
程度

3.0
以上

3名
程度

3.0
以上

3名
程度

2.75
以上

2名
程度

2.75
以上

派
遣
型
留
学

10名
程度

2.75
以上

（※1）派遣時期は若干ずれることがあります。
（※2）BSAⅣで学生を派遣する際の派遣人数を記載しています。 応募者多数の場合は、調整を行った上で第二志望の大学に派遣となる可能性があります。
（※3）IELTSテストはIELTS Academic モジュールのスコアが必要です。IELTS General Trainingモジュールのスコアは使用できません。
（※4）中国への応募を考えている方は経営学部事務室国際担当までご相談ください。中国語を母国語とする方は中国語基準での応募はできません。
　　　  対外経済貿易大学に申請される場合は、中国語基準・英語基準のいすれかの要件を満たしていれば、申請可能となります。
 

TOEFL iBT®テスト79点以上
または

IELTS 6.0以上

TOEFL iBT®テスト79点以上
または

IELTS 6.0以上

TOEFL iBT®テスト72点以上
または

IELTS 5.5以上

イギリス
レディング

レディング大学
【派遣型留学】

スウェーデン
ストックホルム

ストックホルム大学
ビジネススクール

フランス
ストラスブール

ストラスブール大学
EMストラスブール
ビジネススクール

ドイツ
ブレーメン

ブレーメン州立
経済工科大学

アーヘン
応用科学大学

IELTS for UKVI 5.0以上

IELTS 6.0以上
（各項目5.5以上）

8月下旬～
翌年1月下旬

Ⅱなし

9月中旬～
翌年1月下旬

9月上旬～
翌年7月下旬

夏期集中ﾄﾞｲﾂ語ｺｰｽ含
む

9月上旬～
翌年2月下旬

夏期集中ﾄﾞｲﾂ語ｺｰｽ含
む

8月上旬～
翌年5月下旬

8月下旬～
翌年6月上旬

9月上旬～
翌年4月上旬

8月上旬～
12月下旬

8月下旬～
翌年1月中旬

8月下旬～
12月下旬

【中国語基準での応募】
Ⅱ：HSK5級（180点以上）

Ⅳ：派遣までにHSK4級（180点以上）を
取得することが望ましい

【英語基準での応募】
TOEFL iBT®テスト72点以上

またはIELTS 5.5以上

TOEFL iBT®テスト78点以上
（各項目19点以上）

またはIELTS 6.0以上
（各項目5.5以上）

9月中旬～
翌年5月上旬

IELTS 5.5以上

TOEFL iBT®テスト71点以上
または

IELTS 5.5以上

8月下旬～
翌年5月上旬

　8月下旬～
翌年6月上旬

8月下旬～
翌年7月中旬

8月下旬～
翌年4月下旬

【英語】と【スペイン語】基準を両方満たすこと
【英語】TOEFL iBT®テスト72点以上

またはIELTS 5.5以上
【スペイン語】CEFR B2レベル

中国
大連市
（※4）

大連外国語大学

語学基準（※3）国・地域名 派遣先大学
実施期間（※1）

Ⅳ：2セメスターⅡ：1セメスター

派遣人数
（※2）

GPA

8月下旬～
翌年1月中旬

8月下旬～
翌年7月中旬

派遣までにHSK4級（180点以上）
または中国語検定3級を
取得することが望ましい

交
換
留
学

ランカシャー大学

対外経済貿易大学

9月下旬～
翌年7月下旬

ドイツ
アーヘン

イギリス
プレストン

留学予定先について

スペイン
マドリード

アルカラ大学

中国
北京市
（※4）

タイ
バンコク

タマサート大学
ビジネススクール

カナダ
ビクトリア

カモーソンカレッジ

9月下旬～
翌年3月上旬

8月下旬～
翌年1月中旬

8月下旬～
12月下旬

4

自分の語学力で海外の大学の講義についていけるか不安ですが、大丈夫でしょうか。

出願要件をクリアしているのであれば、語学力について必要以上に心配することはありません。ただし、あくまでも上記基準はプログラ

ム応募にあたっての基準スコアです。派遣先へのアプリケーション時や派遣先での科目履修の際、上記応募時の基準以上の語学力を要

求している派遣先もあります。上記応募基準を満たし、派遣予定者に内定した後も語学力の向上を目指してください。また、留学開始直

後は、慣れない授業スタイルや大量の課題に苦しむ学生が多いのも事実です。その際には、積極的に留学先の先生や職員と相談するこ

とをお勧めします。受身にならずに自ら解決策を探そうとすることが大切です。試行錯誤して努力しているうちに自分に合う方法が見つ

かるはずです。また英語以外の言語を公用語とする大学への留学を希望する場合は英語だけでなく、派遣までに現地公用語の学修にも

ぜひチャレンジしてください。派遣先の生活環境によっては公用語を一定程度修得しておいた方が、生活面での心配が軽減されます。
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4-2.留学先での科目履修について

【中国語圏の大学】

・大連外国語大学では次のような科目の履修が可能です。

　①中国語

　②一部の経済・経営系科目

　　　※経済・経営系科目を受講する場合は、受講登録までにHSK5級（180点以上）の取得が必要です。

　③インターンシップ（別途審査があります）を受講。但し、インターン先はご自身で探していただきます。

・対外経済貿易大学では次のような科目の履修が可能です。

　①基礎中国語・ビジネス中国語

　②英語（中国語）開講の専門科目※

　　　※中国語開講の専門科目を受講するためには、受講登録までにHSK5級（180点以上）レベルの語学力が必要です。

　　　　　（年度によって開講されない可能性がありますので、中国語開講専門科目の受講を希望する場合は事前に

　　　　　　相談してください）

　　　　　英語開講の専門科目を受講するためには受講登録までにIELTS6.0レベルの語学力が必要です。

【英語語基準による留学】　

・各自の専門分野に応じた経営に関する正規科目（英語開講科目）を受講。

・各大学とも現地の言語の初歩レベルの科目を履修可能。

・また、現地の言語のレベルにより正規科目（現地言語にて開講される科目）を受講できる可能性があります。

memo
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学籍と受講登録・専門演習の特別履修について

5-1.学籍

夏出発のBSAⅡ・Ⅳプログラムで留学する際に、立命館大学での学籍が「在学」から「留学」に変更になる期間は以下の通りです。

学籍状態が「留学」の学期は立命館大学での受講はできず、受講登録の必要はありません（★）。

　　 可能性があります。

5-2. 帰国後受講予定の立命館大学開講科目　受講登録について

　■夏出発のBSAⅡ・Ⅳプログラムで留学する学生は、以下の点に留意してください。

　　留学から帰国後、「留学終了届」が受理されたタイミングで受講登録できる科目が変わります。

A. 【春学期授業開始日までに留学終了届が受理された派遣者】

　在学生と同じ日程で受講登録をしてください。

B. 【4月30日以前に留学終了届が受理された派遣者】

　留学終了届の受理が立命館大学春学期授業開始日を過ぎる場合は、受講可能な科目に制限があるため、注意して

　ください。

→春学期科目・通年科目のうち、教養科目・外国語科目の受講は不可。専門科目のうち一定の科目を除き受講可能。

　 受講可能科目の詳細及び登録方法は、登録時期に別途案内があります。

　 また、欠席した授業については、適宜課題等が提示されます（予定）。

C. 【5月1日以降に留学終了届が受理された派遣者】

　5月1日以降に留学終了届が受理された場合は秋学期より復学するので、秋学期以降に受講が可能となります。
　※ただし、夏集中科目およびクオーター的運用をしている科目等については、「留学終了届」が当該科目の授業開始　　

　　 日までに受理され、実質的に受講可能な場合は受講が認められます。

　※以下の科目については授業初回までに留学終了届が受理されていれば受講可能です。

　　 春集中科目・夏集中科目（他学部科目を含む）、通年科目（一部）

　■注意点

・ 時間割及び「履修・登録の手引き」は、manaba+Rに掲載されます。

必ず各自で確認をし、必要な手続きを踏んでください。

・ 登録方法、期間、締切り時間は全て日本で登録する学生と同じ条件であり、かつ日本時間にて管理されます。

・ 「留学終了届」は留学から帰国後、OIC学びステーションに提出が必要です。
提出後、受理された場合上記記載のとおり受講登録が可能となります。

2026年度秋学期・2027年度春学期

2026年度秋学期・2027年度春学期

BSAⅣ

2026年度秋学期・2027年度春学期

2026年度秋学期・2027年度春学期

2026年度秋学期・2027年度春学期（★）

2026年度秋学期・2027年度春学期

BSAⅡ

アーヘン応用科学大学

ブレーメン州立経済工科大学

ストラスブール大学EMストラスブールビジネススクール

ストックホルム大学ビジネススクール

タマサート大学ビジネススクール

対外経済貿易大学

大連外国語大学

派遣先大学

2026年度秋学期

2026年度秋学期

2026年度秋学期

2026年度秋学期

2026年度秋学期

2026年度秋学期

2026年度秋学期

レディング大学

ランカシャー大学

2026年度秋学期・2027年度春学期

（★）BSAlV / カモーソンカレッジ・ストラスブール大学EMストラスブールビジネススクール派遣者には下記(B)の受講登録パターンが適用される

カモーソンカレッジ

2026年度秋学期

2026年度秋学期

2026年度秋学期・2027年度春学期

2026年度秋学期・2027年度春学期（★）

2026年度秋学期・2027年度春学期

アルカラ大学 2026年度秋学期 2026年度秋学期・2027年度春学期

5
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5-3. 専門演習（ゼミ）の特別履修について

＜2025年現在1回生→ 留学時2回生＞

＜2025年現在2回生→ 留学時3回生＞

＜2025年現在3回生 → 留学時4回生＞

※2021年度以前入学生については対応が異なりますので、個別事務室までご相談ください。

　■注意点

・ BSAⅡまたはⅣでの留学（正規留学）に伴い、専門演習を受講できないセメスターがある場合には、事前に必ず担当教員に

報告・相談をしてください。

・ 留学前に特別履修の申請を行う必要はありません。

・ 提出する書式は変更される可能性があります。帰国時にｍanaba+Rに掲載されている最新書式を各自確認してください。

・ 留学（正規留学）により留学期間中の専門演習の受講が免除される場合でも、卒業論文の到達目標は変更されません。

留学中においても卒業論文作成の準備を進める必要がある場合があります。渡航前・留学中に適宜，専門演習担当の教員に

相談するようにしてください。

・ 2022年度以降入学生で2学期間以上正規留学する場合は、留学帰国後に担当教員と面談し、卒業論文の執筆について
相談してください。面談の中で卒業論文の執筆が難しいと判断される場合は専門演習の履修を継続せず

ビジネスレポートを履修することも可能です。

留学決定後の事前ガイダンスについて

留学前に2～3回程度ガイダンスを行います。派遣には、このガイダンスへの出席が必須です。ガイダンスに出席できない見込みが

ある場合は、BSAⅡ・Ⅳに応募出来ません。

許可を得ずにガイダンスを1回でも欠席すると、留学許可を取り消す場合がありますので、注意してください。

また、保健センターが主催する健康管理ガイダンスや危機管理ガイダンスにも必ず参加してください。

※原則、授業以外での欠席理由については一切許可しません。予めご了承ください。

　1回生は、3 回生から専門演習の履修が強く推奨されています。専門演習の募集が行われる2026年度秋学期に各自で
申請手続きをしていただく必要があります。
BSA Ⅳのプログラムに参加し、2027年5月1日以降に「留学終了届」が受理された場合、専門演習Ⅰの受講ができません
が、帰国後速やかに所定の申請書を事務室に提出することで、専門演習Ⅱから参加することが可能です。

2回生は、3 回生から専門演習の履修が強く推奨されています。
3回生から専門演習を履修している場合、帰国後速やかに所定の申請書を事務室に提出することで、留学期間中の専門
演習の受講が免除されます。

　4回生秋学期に留学し、「専門演習Ⅳ」および「卒業論文」の受講ができない場合、帰国後のセメスターで「ビジネスレ
ポート」の単位を修得する必要があります（4回生秋学期での卒業はできません）。

6
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7-1.応募書類

1） BSAⅡ・Ⅳ応募書類チェックリスト

2） BSAⅡ・Ⅳ申請書

3） BSAⅡ・Ⅳを希望する理由（希望大学ごとにＡ4・2枚）

4） 履修計画書

5） 直近セメスターのGPAを確認できる書類（※A4サイズ）

※CAMPUS WEBにログインの上、「科目一覧」および「GPA一覧」を表示し、

　 学生証番号、氏名、2025年度春学期のGPAと累積GPAを確認出来るよう設定し印刷してください。

※成績証明書は累積GPAが掲載されていない為使用できません。

6） 外国語検定試験のスコア証明書のコピー

※派遣先大学に書類を送付する日から遡って2年以内に受験したもののみ有効。

　【英語】

　　TOEFL iBT
®
テスト / IELTS（IELTS for UKVI）

　　※IELTSはIELTS Academic モジュールのスコアが必要です。IELTS General Trainingモジュールのスコアは使用できません。

　【中国語】

　　中国語検定 / HSK（漢語水平考試）

　　＜対外経済貿易大学（Ⅱ）希望者＞HSK（漢語水平考試）5級以上（必須）

7） 面接希望日時調査票

8） パスポートの写し（有効期限内のもの）

※派遣先の国によって入国時やビザ申請時にパスポートの残存有効期限に条件があります。

　 各自条件をご確認の上、有効期限には十分注意してください。

7-2.応募用紙の配布・受付場所

：申請資料一式を印刷し左上にホチキス止めの上、OIC学びステーション窓口で提出

※受付時間を厳守してください。提出締切日以降は一切受付けません。
※最終日ではなく、事前に十分余裕を持って書類を準備してください（不備がある場合は受理できません。）

選考は、申込レポート・成績・派遣先大学が求める語学基準を満たしているかを重視して、担当教員が書類審査及び面接を行い、

経営学部教授会での審議を経て決定されます。

留学に関わる費用・奨学金について

9-1. 費用

交換留学の場合には、学費は本学と留学先大学との間で相殺になるため、留学先に学費を支払う必要はありません。

（レディング大学派遣者のみ、決められた期日までに授業料を振り込む必要があります）

【主な費用】

・包括海外旅行保険費用（※大学指定の保険に参加者全員加入していただきます）

・危機管理支援サービス加入費用

・ビザ取得の為にかかる費用

・渡航費（航空券）

・現地出入国税、空港税、航空保険料

・宿泊費（寮・アパート等）および申請費

・現地での交通費

・教材費等

・生活費（食費・光熱費等）

・クリーニング代、電話代、お土産代などの雑費

・娯楽費

・医療費（特に現地での歯の治療にかかる費用は日本の数十倍かかる場合があります）

【注意点】
・派遣先国や大学によって、先方が指定する保険への加入が義務付けられている場合、本学指定の保険と併せて加

　入が必要です。日本で加入した保険の証書を提出するなどで先方指定の保険加入が免除されることもあるため、

　派遣決定後各自条件を確認してください。

・派遣先大学の事情により、学生寮に必ずしも入れるとは限りません。その場合も滞在先の手配は派遣者自身で行います。

・費用は、物価の上昇、為替相場によって変動しますのであくまでも参考としてください。

　         参加費用の過年度実績については、「2025年度 BSAの手引き」P.21を参照してください。

　                      （※http://ritsumei-ba-gblp.jp/pdf/2025_BSA_tebiki.pdf?ver=1.1）

応募書類について

【応募用紙配布】

選考方法について

【 提 出 方 法 】

：BSAホームページ〈 https://ritsumei-ba-gblp.jp 〉よりダウンロード

8

7

※受付期間中のみ

9
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9-2. 奨学金

 ※奨学金によっては併給できないものがあります。事前に経営学部事務室またはOIC国際教育センターに確認を行ってください。

1） 立命館大学海外留学チャレンジ奨学金

原則として派遣者全員に「立命館大学海外留学チャレンジ奨学金」が支給されます。なお、奨学金は全派遣者の渡航確認後、

派遣中に学生本人名義の口座に給付されます。

※奨学金の金額は今後変更となる場合があります。

2） 立命館大学海外留学サポート奨学金

経済上の事由により、プログラムへの参加または参加継続が困難であることが見込まれる者に対し、参加費用の

一部を補助することによって、参加の支援を行うことを目的とする制度です。

海外留学サポート奨学金には、「予約採用型」「家計急変型」の2つのタイプがあり、いずれも要項に定められた

家計基準を満たす場合に、奨学金選考の対象となります。給付額や申請・選考方法などの詳細は、以下を

確認してください。

http://www.ritsumei.ac.jp/studyabroad/planning/scholarship/

3） JASSO（独立行政法人日本学生支援機構）海外留学支援制度

立命館大学から支給される奨学金とは別に、JASSO（独立行政法人日本学生支援機構）が

所管する奨学金に採択された派遣国がある場合は、別途受給要件を告知した上で選考を行います。

4） 立命館大学経営学部三島俊介奨学金は、本学経営学部OB三島俊介様からのご寄付をもとに、国際的なステージで

活躍する人材を育成することを目的として2025年度より新設された奨学金です。本奨学金は BSAII・IVの参加者を

対象とし、申請手続きを行った場合、一人あたり20万円支給されます。詳細は、派遣決定後対象者にお知らせします。

20万円
対外経済貿易大学

ランカシャー大学

BSAⅣ
【派遣型】

レディング大学 2セメスター 30万円

カモーソンカレッジ

ストックホルム大学ビジネススクール

ストラスブール大学EMストラスブールビジネススクール

ブレーメン州立経済工科大学

アーヘン応用科学大学

30万円

BSAⅣ

アルカラ大学

奨学金金額

BSAⅡ

大連外国語大学

1セメスター

15万円
対外経済貿易大学

ランカシャー大学

タマサート大学ビジネススクール

ストックホルム大学ビジネススクール

ブレーメン州立経済工科大学

ストラスブール大学EMストラスブールビジネススクール
25万円

アーヘン応用科学大学

アルカラ大学

プログラム名 派遣先大学名 派遣期間

大連外国語大学

2セメスター

カモーソンカレッジ

タマサート大学ビジネススクール

海外留学サポート奨学金の

募集要項はこちらから確認

できます
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単位認定について

単位認定について（※学修要覧（全学部共通編）P.27より抜粋）

＜規程：学則第37 条、第39 条、第40 条、第41 条＞

①

②

③

※ 認定された単位の成績評価には「T」が記載されます。

※

留学前より履修科目や単位認定について窓口で相談の上、留学中と帰国後の学修計画を立てておく必要があります。

※単位認定数や単位認定分野・科目については、派遣先や各自の履修状況により異なりますので、ご注意ください。

注意点

1）

2）

3）

4）

5）

6） 日本学生支援機構奨学金受給者の方は、派遣決定後速やかに学生オフィスに報告を行い、必要な手続きを取ってください。

7）

8）

個人情報について

9単位 19単位

応募書類に記入する個人情報は、本学からの連絡に使用するほか、今後のプログラム内容の改善を図るための学内統計資料とし
て、個人を特定することのできない形に加工した統計処理用のデータとして使用する場合があります。また、本学が留学の参加者に
代わって派遣先大学、旅行会社、保険会社、危機管理支援サービスを提供する会社、海外用携帯電話レンタルサービスを提供する
会社、航空会社、関係省庁および在外公館等に、必要な情報についてのみ提供します。

海外留学や単位互換制度等他大学で修得した単位は、60 単位を超えない範囲で本学における卒業に必要な単位と
して学部の教授会で審議の上、学部長が認めることがあります。なお、60 単位の上限は、個々の制度・プログラム毎で
はなく、他大学等で修得した単位全体の上限となりますので、注意してください。

入学前に修得した単位を認定された場合（本学の科目等履修生として入学前に単位を修得した場合、社会人方式また
は社会人方式＜AO 方式＞）は、①と合わせて60 単位（うち入学前単位認定の上限は30 単位）が上限となります。

留学先で修得した単位の認定にあたっては、帰国後速やかに「留学終了届」と「単位修得願および単位認定書」を学
部事務室に提出することが必要です。単位認定時期は、留学終了日を含む学期の末日となります。

単位認定に関わる申請書類および派遣先大学の成績証明書、受講した科目のシラバス（原文及び和訳）、派遣先大学の
学年暦を各自準備し、提出する必要があります。

10～20単位

実績なし

6～15単位

6～18単位

17単位(2024年実績)

15～35単位

アーヘン応用科学大学

10～15単位

派遣先大学への応募書類の準備、ビザの申請、航空券の手配などは全て各自で手続きする必要があります。経営学部事務
室では対応していません。

現地での留学・実習期間が定期試験の追試や成績確認制度の日程と重なる場合は、それらを受けることはできません。また、
それに対する特別措置はありません。

経営学部での選考において派遣内定者として決定したのち、派遣先大学に応募書類を送ります。受入の可否についての最
終決定権は派遣先大学にありますので注意してください。また、派遣先大学によっては応募時に別途インタビューなどが課せ
られる場合があります。

3回生・4回生時に留学に行く場合、就職活動など個人的事由による帰国は一切認められませんので、事前に必ずキャリアオ
フィスや経営学部事務室に相談してください。

寮を含め、滞在先の手配は各自で行います。滞在先が保証されたプログラムではありませんので、了承のうえ応募ください。

■過年度派遣学生の単位認定実績（参考）　

40～50単位

40～50単位

20～25単位

派遣先大学 BSAⅡ BSAⅣ

10～25単位

10～20単位

大連外国語大学

対外経済貿易大学

レディング大学

カモーソンカレッジ 実績なし 22単位(2024年実績)

本学及び派遣先が定める期間内に出入国するようにしてください。

タマサート大学ビジネススクール

ストックホルム大学ビジネススクール

ストラスブール大学
EMストラスブールビジネススクール

5～10単位

実績なしランカシャー大学

ブレーメン州立経済工科大学

また、正規科目以外の語学科目（ESL等）や、履修する科目があらかじめ指定される場合もあります。

留学先での履修については、派遣先大学での規定に則ります。言語能力や履修規定によって履修科目が制限されることがあ
ります。

5～10単位

8～15単位

8～15単位

アルカラ大学

10

11

12
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BSAⅡ・Ⅳ

　大連外国語大学は非常に大きな大学であり、中国の人口の多さを感じ
られるうえに、北京や上海とは違う、地方の学生の実際の生活を見るこ
とができる大学でした。大学の敷地は本当に広大で、普段、立命館大学
のOICに通っている学生であれば、もはや大学とは別の施設に感じるか
もしれません。例えば、大学内に食堂や図書館はもちろん、寮も美容室
もスーパーも湖もあるうえに、先生方は大学内を車で移動するような場
所のため、大学の外に出なくても特に不便なく生活することができると
思います。逆に大学の外に出ようとすると少し不便な場所にあるので、大
学の外にほとんど出ずに生活している学生が本科生・留学生を問わず多
かったです。
　大連は中国では観光地であり、特に夏は海やその周辺の広場など非常
に多くの人でにぎわっていました。ほかにも旅順や大連市の中心部には
日本やロシアとの歴史的な関係を感じさせる建物や、飲食店が多く、特
に日本料理店の数は想像よりも多かったように思います。旅順は大連市
の郊外にあるので、団地以外に大きな建物はあまりありませんが、市街
に行けば、中国のスケールの大きさをどこでも肌で感じられると思いま
す。また、友人から聞いた話では大連市は物価が高い方の地域らしいで
すが、日本よりも基本的に物価は安く、特に交通費や食費はあまり気に
せず楽しめました。
　中国といえば世界的に料理が有名な地域ですが、中国料理という1つの
名称で表すというよりも中国の地方それぞれが独自の料理を持っている
といった方が適切で、大連を含む東北地方も特色のある料理を楽しめま
す。東北料理は塩味が強めの味付けであることと量の多さが特徴で、個
人的には中国の料理の中でも日本人向きだと思います。特に日本より辛
いとはいえ、中国のほかの地域に比べれば辛い料理は少なく、また、東
北の四川料理や湖南、湖北料理であれば本場より辛くないことが多いの
で、日本よりもむしろチャレンジしやすく、食事に不安がある人もそこ
まで心配する必要はないと思います。また、中国の大学の食堂は非常に
大きく、選択肢がかなり多いうえに、大連外国語大学のそばには飲食店
街があるので、食事の面では本当に生活しやすい環境でした。
　生活必需品や衣服に関して、中国ではアマゾンのようなネット通販サ
イトのアリババや京東が非常に便利で、留学生活を快適に過ごすために
利用している学生がほとんどでした。さらに大連外国語大学は大学内に
荷物受取センターもあるため、非常に利用しやすかったです。
　最後に、大連外国語大学は郊外にあるため、静かで、勉強するのに適
した環境であり、先生方も優しい方が多く、飲食店の店員さんも気さく
な方が多かった印象です。中国語は日本で勉強している限り、英語より
も学ぶ機会が限られてしまう言語ですが、中国にさえ来れば、中国語を
話す機会も話す人も有り余るほどです。親切な人、おしゃべりな人が多
い東北地方の特徴は中国の中でも学ぶのに適しており、留学先に選んで
よかった、来てよかったと思っています。
� ※先輩体験記より抜粋

大連外国語大学
（７）各派遣先大学紹介・学生体験記

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 基础基础 听力、基础听力、基础 基础基础 基础、口语基础、口语 口语、听力口语、听力
観光観光

午後 自習自習 基础基础 自習自習 自習自習 自習自習

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。

過年度派遣学生体験記
（2023年度夏期 BSAⅡ）

国・都市：中国・大連市
中国の東海岸に位置し、中国東北遼東半

島の最南端にある。緯度は日本の仙台とほ
ぼ同じ。中国の重要な港、貿易、工業、観
光の都市である。

■創立：1964年
■学生数：約15,000人
■大学の特徴：

・	中国東北地方唯一の外国語大学。漢学院、
日本語学院などがあり、本校、分校、研
究所など20ヶ所以上の施設を有してい
ます。

・	漢学院は中国で最も早く中国語言語本科
を設けた学校の一つであり、設立20年で
30ヶ国から長期留学生約10,000人、短
期留学生約4,000人を受け入れています。

・	漢学院には、中国文化と国際経済貿易の
二つのコースが設けられており、中国文
化コースで短期間に中国語のレベルを向
上させることも可能です。

・	2013年5月より大連外国語学院から大連
外国語大学へ改名されました。
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実際に中国へ行き、気づいた偏見と事実の乖離
中国に対する印象は、皆さんばらばらだと思います。その印象は多くの場合、偏見であるということを知っ

てほしいです。例えば、安全面についてです。中国留学に行きたいと周囲の人に伝えた際に、初めに心配され
ることは安全かどうかです。実際、私は渡航前、コロナ禍後ということもあり、中国留学の情報が全くなく、見
つかる情報もすべて古いものでした。そのため、渡航前に安全かどうか知る術はなく、私でさえ安全について
不安を抱えたまま、中国に向かいました。そして、一年間北京で生活をしてわかったことは、日本と同じよう
に安全で安心して暮らせるということです。事件や事故は日本と同様に、北京でも発生します。しかし、その
数は少ないです。特に北京は街のいたるところに防犯カメラがあり、地下鉄では毎回、手荷物検査があります。
さらに大学は自由に立ち入ることはできず、警備員の方がいる門を通らなければならないという厳重な警備が
あります。そのため、北京で生活する上では安全面について心配することはないと思います。また、日本での
報道や渡航前の情報から、中国での日本人の生活はとても大変な印象がありました。しかし、北京では中国人
の方が日本人に対して差別的な行動をしてくることはほとんどなく、むしろ好感をもって迎え入れてくれまし
た。大学内では日本人と交流したいという中国人の学生がたくさんいて、何度も話しかけられることがありま
した。このように、渡航前に私が持っていた偏見は、実際に生活してみて、事実とは違ったことがたくさんあ
りました。中国の人口は日本の人口の約10倍、中国の面積は日本の国土の約25倍。このような条件の中では、
あなたが普段目にするニュースはごく一部にしか過ぎないのです。中国に行って、実際に感じる印象は人によっ
て、全く違うと思います。実際に自分の目で確かめないまま、偏見のままで自分の意見とすることは残念なこ
とだと感じます。そのため、少しでも中国に興味のある方は、実際に留学に行ってほしいなと思います。

対外経済貿易大学で多言語話者に
中国への留学は中国語しか勉強できないと思っていませんか。それは大きな間違いです。私の中国語は渡航

時、日常会話が全くできないほどのレベルでした。さらに英語に関しても、中国語よりは自信があるが、かと
いって、日常会話はできないという留学生として最低レベルでした。しかし、寮の手続きや入学手続き、友達
作りなど、多くの場面で会話を必要としました。その際、私は自分の知っている限りの英語と中国語を駆使し
て何とか乗り越えました。例えば、中国語も英語も話せる留学生に助けを求めたり、英語の話せる中国人の方
と交流したりしました。そして授業では、中国語で中国語を勉強しながら、英語で専門的な授業を受けていま
した。さらに友人との会話は中国語で話したり、寮ではルームメイトと英語で会話をしていたりと、日常的に
二か国語を使う生活が続きました。そのため、どちらの言語も徐々に上達していき、いつの間にか日本語も含
めた三か国語話者になりました。これは中国留学の最大の魅力だと思います。そして、韓国語やスペイン語を
話す人がとても多いのも特徴で、中国語や英語以外の他の言語を学びたい人にとっても、魅力的です。

対外経済貿易大学での国際色豊かな生活
対外経済貿易大学は世界中の国から多種多様な人が留学生として生活しています。世界の6つの州のすべてか

ら学生が来ていることはもちろん、日本に住んでいると関わることの少ない国の学生も留学に来ていました。私
はこんなにもたくさんの国の方と交流できる環境があるなんて想像していませんでした。例えば、中国語のク
ラスでは学生全員の出身地が異なり、クラス全体の国籍数が10か国以上になることもあります。私はある一日
は中国人の友達とご飯を食べたり運動をし、また次の日は韓国人の友達と遊び、週末にはヨーロッパや南アメ
リカの方々と遊びに行ったりなど、毎週たくさんの国の友人と遊んでいました。そのため今では南アメリカの
すべての国に友達がいますし、世界中のどこの大陸、どこの地域にも友人がいるという状況です。よって、世
界中の人々とかかわりを持ってみたいと考える方には、とてもおすすめできる大学だと思います。

これからの人生に大きな影響を与えた留学
対外経済貿易大学への留学は、私のこれまでの経験の中で一番自分の考え方に影響を与えました。留学中の出

会いで、さまざまな人の考え方や文化を吸収し、国際的な視点で物事を見ることができるようになったと思いま
す。また、中国への留学は自分の考え方や生き方に対して、改めて考えさせられる機会だと思います。コロナ禍後
で情報があまりない中、中国への留学に対して不安はとても大きいと思います。それでも、少しでも興味のある方
は挑戦する勇気を持ってほしいと思います。私は挑戦した先に中国での充実した、楽しい生活が待っていました。
自分の価値観やこれからの人生に、たくさん良い影響を与えてくれた中国留学に、私はとても感謝しています。
� ※先輩体験記より抜粋

対外経済貿易大学

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 中国語 中国語 中国語 中国語 中国語 自習、外出

午後 自習、外出 自習、外出
Introduction of

Chinese Economy
and Society

Introduction of
Chinese Economy

and Society
自習、外出 自習、外出

夜 ジム バドミントン ジム ジム 食事会、
パーティー等 バドミントン

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。
※派遣学生の語学レベルによっては、英語開講または中国語開講の専門科目を履修することが出来ます。

過年度派遣学生体験記
（2023年度夏期 BSAⅣ）

国・都市：中国・北京市
北京市の特徴：

中国の首都、政治・文化の中心地である。
故宮、天壇など多数の世界遺産がある。

■創立：1951年
■学生数：約18,000人
■大学の特徴：

・	北京市北東の市街区に位置し、近隣には
中日友好病院や、日本でも馴染みの深い
スーパー等の便利な施設があります。

・	国際経済貿易の専門家養成の高等教育機
関として、中国国家プロジェクト「211
工程」が初めて承認した重点大学で経済、
金融、管理等の分野において一流の水準
を有する大学です。

・	中国で最も早く国際学術交流を展開した
大学であり、現在、世界の30ヶ国以上の
国や地域にある100以上の大学や研究機
構と協力交流関係を結んでいます。

26
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私にとって、今回のタマサート大学ビジネススクールでの留学
は、多くの挑戦と発見に満ちた貴重な経験となりました。これま
で欧米圏に住む機会はありましたが、新たに東南アジアというゆ
かりの無い土地で生活する中で、文化、言語、生活様式の違いに
直面し、最初は順応するのに四苦八苦しました。特に、日本との
価値観や日常生活のギャップに驚き、戸惑うことも多々ありまし
た。しかし、現地で知り合った友人や他の留学生たちの助けを受
けながら新しい環境に少しずつ馴染むことができました。この過
程で「異文化を受け入れ、適応する力」の大切さを実感しました。

また、他の留学生との英語力の差に愕然としたのも忘れられな
い出来事です。授業では、限られた時間で自身が考えるタイでの
新事業を企画し、プレゼンを行う課題がありました。その中で、柔
軟な発想力や相手を引き込むスピーキング力の差を痛感しました。
特に、他の学生たちが条件を的確に捉え、説得力のある発表をす
る姿に最初は圧倒されましたが、回数を重ねる中で優秀な学生の
方法を観察し、自分なりにアレンジして取り入れることで改善を
図りました。その結果、留学生唯一のアジア人として存在感を発
揮し、弱みを強みに変える成功体験を得ることができました。

さらに、東南アジア周辺国（カンボジア、ベトナム、ラオス）
を旅する中で、現地の人々や同じく旅をしているバックパッカー
と出会い、多くの刺激を受けました。東南アジアでは国ごとに文
化的な特徴が異なり、それぞれの国の歴史的、文化的背景が街並
みや人々の雰囲気に反映されていることを体感しました。また、旅
の中で投資信託会社を経営している方や、ノマドワーカーとして
場所を問わず働いているワイン販売のオーナー、医療後進国での
支援を目指している他大学の学生など、さまざまな背景を持つ
人々と話す機会に恵まれました。それぞれの話を聞く中で、自分
のキャリアの可能性や人生の選択肢が広がり、今後の方向性を考
える、良いきっかけとなりました。

この留学を通じて、異文化への適応力、困難を克服する力、そ
して将来を見据えた広い視野を身につけることができたと感じて
います。これらの経験は、これまでの生活だけでは得ることがで
きなかった知見を私に与え、自分が海外進出する具体的な理想像
を描くことができるようになりました。この貴重な経験を活かし、
異なる価値観を受け入れながら柔軟に対応し、国際的な場で活躍
できる人材へと成長していきたいと考えています。

※先輩体験記より抜粋

タマサート大学
ビジネススクール

過年度派遣学生体験記
（2024年度夏期 BSAⅡ）

国・都市：タイ・バンコク
バンコクの特徴：

王朝の歴史が深い都市でありタイ経済の
中心でもある。

■創立：1951年
■学生数：15,000人
■大学の特徴：

・	法律学校をその前身とした、タイ国内で2
番目に古い名門大学。首相、大臣、議員、
ビジネスにおける成功者など、タイだけ
ではなく、国際的にも貢献している多く
の人材を輩出しています。

・	過去60年間徐々に拡大し社会科学、人文
科学、自然科学どの領域にもコースが増
設され現在では15の学部があります。

・	バンコクの中心地にありチャオプラヤ川
沿いのキャンパスで学びます。

・	全ての科目が英語で開講されています。
General Basic Courses、Business
Core Coursesに加えて、3つの専門分野

（Accounting、Finance、Marketing） か
ら科目履修が可能です。タイ人の学生に
加えて、世界中から集まる留学生と一緒
に学びます。

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 自習 自習
Business

Opportunities
in Thai

掃除

旅行
午後 Operations

Management
Beginning Thai

Language
Human Resource

Management 買い物

夜 自習 バスケサークル 自習 パーティー

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。
28
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　スウェーデンのストックホルム大学。名前の響きがかっこいいという
単純すぎる理由から興味を持ち、後に美しい自然や文化に惹かれて、留
学に行くことを決めました。そこで私は、かけがえのない仲間たちと共
に、かけがえのない思い出を作ることができました。
　スウェーデンのほとんどの人は英語が上手なので、留学前に特に不安
になることはありませんでした。また、空港には大学が迎えに来てくれ
るので、寮に辿り着けないという心配も全く不要でした。寮はラピスが
一番おすすめです。近くには海や森があり、そこで頻繁にイベントが開
催されます。本キャンパス（Frescati）へは歩きで行くことができ、ビ
ジネススクールのキャンパス（Albano）へはバス一本、中央駅へはメト
ロ一本でいけます。ガムラスタンなどの観光地がとても近く簡単に行け
るので、暇つぶしによくブラブラしていました。寮に到着してからは、ま
ずフロアメイトたちに挨拶をしました。早くみんなに会いたくて、キッ
チンに居座り、「キッチン、めっちゃ汚いね」などと愚痴を言い合ってい
ると、すぐに打ち解けました。次の日には、そのフロアメイトたちと一
緒に中央駅（T-Centralen）近くのIKEAに行き、布団やシーツを買い揃
えました。なんともスウェーデンらしいエピソードだと思います。
　フロアメイトたちは、留学中で最も多くの時間を共有した、大切な仲
間になりました。互いの料理に勝手に味付けをしたり、キッチンでダラ
ダラと時間を過ごしたりする日々は、かけがえのない思い出です。秋に
なるとオーロラが見られる季節になります。観測確率が高まると通知を
送ってくれる「Aurora」というアプリがあり、その通知が鳴ると、何を
していても、フロアメイトと一緒に寮の裏にあるビーチまで毎回ダッ
シュしていました。５回ほど見ることができました！見つけると夢が叶
うと言われる「ラピスボックス」を探したりと、くだらなくも忘れられ
ない日々を過ごしました。これらの思い出のほかにも、日本語カフェや
SSIF（会員制でさまざまなスポーツが楽しめる施設）、現地のお祭りな
ど、数えきれないほどのイベントがありました。全てを挙げるには時間
が足りないほどです。
　学習面では、スウェーデンの授業の進め方は特殊で、１ヶ月で１つの
コースを行うという形になっていました。セメスター終わりに全部が押
し寄せてくるようなことがないのはありがたいことでしたが、毎月末み
んなで怪訝な顔をしていたことをよく覚えています。また、調べ物をし
たり、Zoomで会議したりと授業時間外でのワークが多かったです。
しっかりと予習して、自分の意見を持つようにしていたら問題なく授業
についていけます！
　留学中の穏やかで楽しい毎日は、自分の好奇心に従ったからこそ過ご
せたと思います。むしろ、もっと好奇心を大切にすれば良かったとさえ
思います。
　楽しすぎる留学は、あっという間です。ぜひ、自分の好奇心に身を委
ねて、危なくない範囲で思い切り飛び込んできてください！

※先輩体験記より抜粋

ストックホルム大学
ビジネススクール

過年度派遣学生体験記
（2023年度夏期 BSAⅣ）

国・都市：スウェーデン・ストックホルム
ストックホルムの特徴：

ソニーモバイルコミュニケーションズ、
Saab、Volvo、IKEAなどの国際企業が多数
あることで知られている。

■創立：1878年
■学生数：50,000人
■大学の特徴：

・	留学生約800人、教職員約6,000人を数
えます。ストックホルム大学はスウェー
デンの最大かつトップレベルの大学であ
り、ビジネススクールも、北欧ではトッ
プレベルにランクされています。

・	ビジネススクールには5,000人以上の学
生が所属しています。なお授業は全て英
語で行われます。

・	ストックホルム大学ビジネススクールの
卒業生の多くが様々な国際企業で働いて
います。親日感情が強く、日本人にとっ
て大変生活しやすい国だと言われていま
す。普段の生活でも英語はよく通じます。

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 Lecture 買い物 お出かけ お出かけ Lecture 爆睡

午後 Seminar Lecture キッチンで遊ぶ グループワーク Seminar お出かけ

夜 ムービーナイト バドミントン 筋トレ 課題 ムービーナイト パーティー

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。
※上表は「Entrepreneurship in Societal Change」のスケジュールです。
　＜参考＞留学期間中の受講科目
　　1学期目　9月 Corporate Responsibility、10月 Entrepreneurship in Societal Change、11月 Human Resource Management、12月 Performance Management
　　2学期目　1月 Global Markets、3月 Business, Politics and Culture、4月 Internet Marketing、5月 B2B Marketing and Sales 29
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憧れの留学
　私が学生生活で必ず実現させたかったことは、留学でした。
　その理由は、自分自身の好奇心を探究したかったからです。海外に住み、異文化に触
れること、他国の教育に触れること、自分自身の能力を試すことにずっと興味があった
からです。そして、BSAに決めた理由は、1学期間の選択肢があることと単位認定をし
てもらえる交換留学であることです。

素敵な街、ストラスブールでの生活
　最初に感想を一言でまとめると、帰りたくなかった！です。
とても素晴らしい街で、学び、遊び、貴重な経験をさせてもらうことができました。
　最初の１週間はオリエンテーションウィークで、そこでたくさんの人と出会って話し
ました。そのおかげで友人もでき、現地の生活にも慣れました。
　ストラスブールは、治安も悪くなく、交通も便利、観光地として栄えながらも住みや
すい学生の街でした。私は寮で一人暮らしをしていました。私の寮は、シャワー、トイ
レ、キッチンは全て部屋にあり、共有スペースはほとんどありません。学校からは少し
離れていて、トラムで25分ほど、自転車で15分でした。ストラスブールは、自転車に
優しい街として知られていて、自転車道が整備されており、たくさんの自転車が走って
います。私も自転車をレンタルして、それで通学していました。食事は、基本的に自炊
か学食でした。持ってきた日本食を持って帰るほど、食事で悩むこともなく、むしろ小
麦製品、フルーツや乳製品など農業大国のフランスならではの安い食料品を堪能してい
ました。毎週、友人と放課後にベーカリーやパティスリーに行くことが楽しみとなって
いました！

スピーキングに苦戦
　授業は、1週間に5コマほどでした。フランス人教授の英語がゆっくりなおかげで、私
にとっては学びやすかったです。ただ、やはり大学の授業なので単語はアカデミックで
ハイレベルでした。そして、一緒に授業を受ける留学生の英語のレベルが高かったです。
ヨーロッパからの留学生も多く、英語のレベルが高く、ついていくのが大変でした。授
業内ではグループワークが多かったのですが、クラスメイトに自分の意見を伝えられ
ず、自分のスピーキング能力の低さと自信のなさ、勇気のなさに頭を抱えました。これ
らをこれからの英語学習の課題とし、克服できるように勉強し続けたいと思います。

留学の意義
　フランスで気づいたことは、ずばり人間らしい生活の仕方です。ストラスブールでは、
日曜日にほとんどのお店が閉まりました。24時間営業のコンビニや年中無休のショッ
ピングモールを当たり前にしていた日本人の私には信じがたかったです。では日曜日に
何をするのだ、と思いました。そこで、ある天気の良い日に大きな公園に行ってみまし
た。そこには、家族で散歩をしたり、ベンチで読書をしたり、友達とピクニックをした
り、ギターを演奏していたりする人たちがいました。特に変わったことではないのです
が、私はとても素敵な文化だと感じました。その時の公園の賑わいと美しさがとても印
象的で忘れられません。商業的なところから離れて、人間らしい生活をしているんだな
と体感し、これが異文化理解なのかもしれない、留学に来た意味だろうと思いました。

※先輩体験記より抜粋

ストラスブール大学
EMストラスブールビジネススクール

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 買い物
Cases in 

International 
Marketing

Strategic Brand 
Management ボランティア

午後 図書館 Deciphering French 
Culture 図書館 French Class Basics in Grape and 

Wine Knowledge 

夜 スポーツクラス
（瞑想） 友人とスイーツ巡り スポーツクラス

（ズンバ） 洗濯

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。

過年度派遣学生体験記
（2024年度夏期 BSAⅡ）

国・都市：フランス・ストラスブール
ストラスブールの特徴：

ストラスブールはパリからTGVで約2時
間、フランクフルト国際空港からバスで約2
時間に位置する。

■創立：1631年
■学生数：30,000人
■大学の特徴：

・	ストラスブール大学はその歴史を16世紀
にさかのぼるフランス有数の大学で、法、
政治、マーケティング、コミュニケーショ
ン、ジャーナリズム、科学技術の教育を
提供しており、今日に至るまで様々な分
野の人材を輩出してきました。

・	ビ ジ ネ ス ス ク ー ル はEM（Ecole de 
Management）ストラスブールビジネス
スクールとして知られ、52もの国と協定
を結び、学生の3分の1が世界各国からの
留学生で形成されている国際色豊かな機
関です。
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　「怖がらずに挑戦してみる」。このルールだけを自分の中で決めてドイツ・ブ
レーメンで半年間過ごしました。新しい人と出会うときも、誰も知り合いのい
ない授業に出るときも、グーグル翻訳が使えなくて薬局でボディソープが見つ
けられないときも、このルールを思い出して何事にも取り組んできました。ド
イツに来てからはこの一つのルールに従って、自分のなかで「上手くいかなく
ても死ぬわけでもない」と開き直って物事を考えるようにしていました。結果、
異国の地でも毎日が惜しいぐらい楽しむことができただけでなく、自分がどん
な人間なのか気づけたし、腰の重かった自分がすごくフットワークが軽くなり
ました。特に友達作りには力を入れました。出会う人一人一人がどんな人なの
かに興味を持ち、会う人会う人に話しかけて、とにかくオープンでいることを
心掛けました。また、ブレーメン経済工科大学では、食堂がただごはんを食べ
る場所ではなく、学生同士の交流の場となっていて、友達と座って話している
と、友達の知り合いがそこに加わり、友達の輪が増えていき、新しい人と出会
える機会が多い環境でした。空きコマは常に食堂にいるようにして、とにかく
人と英語を使って話すことに力をいれました。授業に関しては、小規模で行わ
れるものばかりのため教授や他の学生との距離も近く、またどの授業もディス
カッションやグループワーク、ケーススタディが設けられていて、教授だけが
90分間話すような講義はありません。Cross Cultural Communicationのクラ
スでは留学生が私一人だけでしたが、常に教授が日本の文化や生活について聞
いてくださり、現地の学生と受ける授業でもしっかり参加でき、授業の一員と
なれるような授業環境を作ってくださっていて、毎週参加するのがとても楽し
かったです。この大学の魅力として日本語を専攻する学科があります。その学
科は日本に興味を持っている、日本に訪れたことがある、日本が好きという人
たちであふれていて、日本人留学生に対してすごくオープンです。ドイツ語で
はなく英語にフォーカスしたかった私は、ドイツ人のタンデムパートナーに日
本語を教える代わりに英語を教えてもらっていました。一番仲の良い子にはド
イツに来てから書き始めた英語の日記を見せて、表現の仕方や文法を添削して
もらったり、本を読むのが好きな子とは現地で買ったハリーポッターの本を実
際に読むのを聞いてもらって発音を直してもらったり、おしゃべりが好きな子
には教科書では習えないようなスラングや海外の流行りの文化を教えても
らっていました。多くの時間をドイツ人と過ごし、ドイツ人特有の「正直さ」
を肌で感じることができました。本当に人にもよりますが、自分の意見を良く
も悪くもストレートに伝えている場面を何回も見てきました。自分のなかでの
物事の優先順位を大切にしていてイエス・ノーをはっきり言える人が多いで
す。「いいえ」を言うこと、人と違っていても、間違っているかもしれないけ
ど意見を言うことは日本人にとっては慣れないことですが「これがドイツの
人の表現の仕方、正直さが大切にされている文化だ」と割り切ればすぐに慣れ
ることができました。人の考え方を変えるのほぼ不可能で、でも自分のものご
との捉え方を変えてみることはできるんじゃないかと気づきました。留学後の
生活、これから社会人となった時でもどんな環境においても自分の考え方、マ
インドセット次第でどこでも楽しめると思います。ドイツという国、文化、人
に惹かれ、言語、専門科目を学ぶのにとてもいい環境が設けられていて、留学
生のためのサポートやウェルカムイベントも豊富なブレーメン経済工科大学
を選択した自分を褒めたたえたいです。それぐらいとてもいい経験ができたの
で、もっと多くの学生にドイツ、ブレーメン、そしてこの大学の魅力が伝わっ
て、ぜひ留学先として選択してほしいです。
� ※先輩体験記より抜粋

ブレーメン州立経済工科大学

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 Global Management
Marketing &
International
Marketing

Marketing &
International
Marketing

European
Management 買い物、掃除

午後 課題・予習・復習 タンデム Cross Cultural
Communication タンデム 課題・予習・復習 友達と出かける

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。

過年度派遣学生体験記
（2023年度夏期 BSAⅡ）

国・都市：ドイツ・ブレーメン
ブレーメンの特徴：

中世以来の自由都市としての地位を現代
まで維持している。ブレーメン州はブレー
メン市と、ブレーマーハーフェン市の2都市
からなる。

■創立：1988年
■学生数：8,000人
■大学の特徴：

・	州立単科大学で、ヨーロッパはもちろん
世界の大学と交換留学協定を結んでおり、
留学生の受入体制も整っています。学生
の約10％が外国籍です。

・	ドイツで最も新しい大学の一つであり、
単位互換性の高さや国際性が特色。ドイ
ツ国内の複数の賞を受賞し、2001年には
ドイツ学術財団連盟より「改革単科大学」
の名称が与えられました。

・	BSA学生は経済学部の特別プログラムに
参加します。ドイツ語および英語コース
が開講され、それぞれの言語で専門科目
に参加する事ができます。
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　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 洗濯 自習

Information
Technology,
International

Marketing and
Management

Human Resources
and Organization 自習 掃除

午後 ドイツ語 自習 Business Taxation Business Taxation 買い物 バドミントン

夜 自習 自習 友人とスケート 映画鑑賞

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。

小さな国境の街、アーヘンの魅力
　ドイツの西端、オランダとベルギーの国境に位置するアーヘン。ドイツで初めて
世界遺産に登録されたドーム型の屋根が特徴的なアーヘン大聖堂が街のシンボル
です。ドイツのスイーツと聞くとバウムクーヘンやシュトレンが思い浮かびます
が、それは東ドイツの発祥。アーヘンには、周辺地域でのみ作られているプリンテ
ンというクリスマスのお菓子があります。小さい街とはいえ、ドイツ屈指の大学も
あることから活気があり、ケルンなどの都市にも電車に乗って1時間ほどで行ける
という学生生活のしやすい場所だと思います。私の一番のお気に入りスポットは、
大学までの通学路です。小さなマーケットがあり、自然も多く、季節の移り変わり
を見るのが楽しいです。

国際社会における実践的な学び
　現地で通う大学はドイツ語でFachhochschule Aachenと言い、FH Aachenと呼
ばれています。Fachhochschuleでは研究大学とは少し異なり、企業で5年以上の
実務経験がある教授から実践的な学びを得ることができます。全て英語開講の学科
に所属し、60名ほどで授業を受けます。授業内容としては、地元企業から与えら
れた課題にチームで取り組むプロジェクト形式のものや、ケーススタディを交えた
講義形式のものがあります。マーケティング論ではドイツ語圏の国と地域に適応し
た企画を考案したり、人的管理論では異なるバックグラウンドを持つ交渉相手には
どのような戦略が有効かを考えたりします。ヨーロッパにおけるビジネスは自国に
留まらず、より広い視野で考える必要があることを感じました。

ドイツ流クリスマスの過ごし方
　「もういくつ寝るとお正月？」日本人がお正月を楽しみにしているように、ドイ
ツにもクリスマスの訪れを心待ちにしている様子を歌った童謡がたくさんありま
す。近年は日本でもお馴染みのアドベントカレンダーですが、ドイツではそれに加
えてクリスマスまでの日曜日は家族みんなでお祝いするという伝統があります。私
も12月は毎週末、友人家族とのクリスマスディナーや、アーヘンのサッカースタ
ジアムで開催される大合唱コンサートを楽しみました。そして、この時期の醍醐味
はなんと言ってもクリスマスマーケット。グリューワインで温まりながら、外で友
人と集まってお喋りを楽しむドイツの人々の姿が印象的で自然と温かい気持ちに
なります。

ドイツで初めての一人暮らし
　慣れない初めての一人暮らしを支えたのは、マッシュドポテト。ドイツ人の友人
宅にホームステイした時に教えてもらった、ドイツの家庭レシピです。材料はドイ
ツ産のじゃがいも、バター、塩、牛乳、ドイツでしか手に入らないクヴァークとい
う甘くない硬めのヨーグルト。ドイツのじゃがいもは日本のものと味が異なり、こ
のマッシュドポテトはとても簡単なのに絶品です。他にも、日本では見かけないフ
ルーツを買ってジャムを作ってみたり、スーパーに並ぶ新鮮で種類豊富なパンを
買ってみたりと、現地の食生活に馴染むことで新しい発見もたくさんありました。
　そして、ドイツでの一番の学びは、助け合う心です。ドイツ生活初日、電車から
降りる時のスーツケースを降ろす補助や駅でホームを探している際の「何か困っ
てる？」との声掛けには本当に救われました。日常生活でも後ろから人が来ていた
らドアを開けておいてあげるのが当たり前。そうした小さな助け合いが心地よく、
私も心がけるようにしています。
� ※先輩体験記より抜粋

アーヘン応用科学大学

国・都市：ドイツ・アーヘン
アーヘンの特徴：

電車でパリから約2時間半、ブリュッセル
からは約1時間。車で30分ほど行けばオラ
ンダ／ベルギー／ドイツ3ヶ国の国境地点に
到着する。古代ローマ帝国時代から温泉保
養地として知られており、8世紀末には、一
時、フランク王国のカール大帝が王宮を置
き事実上の首都となった。

■創立：1971年
■学生数：13,000人
■大学の特徴

・	世界中の170大学と協定を結んでいます。
・	ドイツの新聞社（Die Zeit）による大学ラ

ンキングのビジネス部門でトップにラン
キングされています。

・	10学部からなり、アーヘン内の4キャン
パスとユーリッヒの1キャンパス、計5
キャンパスを有する大学です。

過年度派遣学生体験記
（2023年度夏期 BSAⅡ）
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アルカラ大学

国・都市：スペイン・アルカラ
　　　　　（正式名称：Alcalá de Henares）
アルカラの特徴：

首都マドリードから国鉄RENFEで約35分、
バスで約30分。学問の都市、学生の街として
知られている。小説『ドン・キホーテ』の作
者セルバンテスの出生地としても有名。

■創立：1977年
■学生数：約26,000人
■大学の特徴：

・	3つのキャンパス（Campus histórico, Campus 
C i en t í f i c o -Tecno l óg i co  y  Campus 
Guadalajara）で約30,000人の学生が学んでい
ます。3キャンパス間は国鉄RENFEとバスで快
適に行き来できます。

・	多くの留学生を受け入れている国際性の高い大
学です。

・	世界で最初の計画的な大学都市であること、そ
の都市計画がアメリカ大陸やヨーロッパのモデ
ルになったこと等から、1998年アルカラ大学
と周辺の歴史地区がユネスコの世界遺産（文化
遺産）に登録されています。

・	大学キャンパス内部の大講堂では、毎年4月23
日にスペイン語圏のノーベル文学賞といわれる
セルバンテス賞の授賞式が行われます。

・	アルカラ大学は留学生のためのスペイン語教育
に力を入れています。留学生のためのスペイン
語コースはすべて有料で、アルカラ大学付属の
アルカリングアが運営しています。

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前
Economía y
Procesos de

Internacionalización

Introducción a la
Economía

Introducción a la
Economía 掃除 自習

旅行

午後 Alcalingua
（スペイン語の授業） Alcalingua Alcalingua 自習 友人とお出かけ

夜 フラットメイトと
ディナー パーティー 自習

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。
※アルカリングア（Alcalingua）はアルカラ大学付属の留学生向けスペイン語センターで、履修に際しては別途授業料の支払いが必要です。

Alacala de Henaresってどんな街？
　アルカラはマドリードの中心部から電車で40分程度のところにある小さ
な街です。街の中心にあるセルバンテス広場では、クリスマスマーケット
や中世マーケットなどの様々なイベントが開かれており、一年を通してス
ペインの伝統的な催し物を楽しむことができます。また、私の留学先だっ
たアルカラ大学は校舎がユネスコにより世界遺産に登録されており、スペ
インで最も威厳のある公立大学の1つとして知られています。

時間がゆっくり流れる国
　スペインは夏の日没が9時過ぎ、冬でも6時半ごろと日照時間の長い国で
す。そのこともあって、お昼過ぎから夕方の4時くらいまでの時間はほとん
どのお店が閉店します。このお昼休憩の時間をスペインではシエスタと呼
び、夜営業の開始が8時からのレストランもしばしば見かけます。
　スペインでは友人たちとよくタパスバーに行きました。タパスというの
はスペイン風のおつまみのことで、タパスバーではドリンクを1杯頼むとお
つまみが1皿ついてきます。現地の人々はお昼からタパスバーでワインや
ビールを楽しんでいます。ちなみに学校のカフェテリアでも学生がビール
を飲んで談笑している姿が見られ、日本では見られない光景に驚きました。
スペインでは厳しい制限があちこちにある訳ではなく、ゆったりした環境
の中でゆっくり時間が過ぎるのを感じることができました。

普段の生活
　平日は授業が終わった後に友人たちと図書館に行って自習をしたり、公
園でのんびりしたりして過ごしました。毎週木曜日にはフラットメイトと
ディナーをするのが恒例でした。それぞれ異なるバックグラウンドを持つ
フラットメイトたちと順番に自国の料理を作り合いました。最初はスペイ
ン語の会話に全くついていくことができませんでしたが、学期末までには
なんとなく会話の内容が掴めるようになり達成感を感じました。

キャンパスライフ
　授業を受ける中で印象的だったのが学生の積極性です。大講義であっても
学生たちが積極的に手を挙げて発言する姿は日本ではあまりない光景なの
で驚きました。私が毎回楽しみにしていた授業がアルカリングアと呼ばれ
るスペイン語の授業です。オールスパニッシュでレベルは高いですが、少人
数授業なので質問がしやすく、楽しくスペイン語を学習することができま
した。アルカラ大学に留学する予定の方にはぜひオススメしたい授業です。

自己成長
　この留学は自立という意味でとてもいい経験になったと思います。住居
がない状況で渡航し現地の不動産屋さんに駆け込んでシェアフラットを見
つけたり、言葉が通じず知っている人が誰もいない土地で新しい人間関係
を構築したりした経験は、日本国内ではできない貴重な経験でした。また
明るく陽気で、はっきり物を言い、愛情表現をする、日本人と対照的と言っ
ていいような国民性を持つスペインの人々と関わっていく中で、自分の国
の文化や自分の人生について見つめ直すきっかけも持つことができたと思
います。
� ※先輩体験記より抜粋

過年度派遣学生体験記
（2023年度夏期 BSAⅡ）
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BSAⅡ・Ⅳ

　　　カモーソンカレッジ

国・都市：カナダ・ビクトリア
　　　　　（ブリティッシュコロンビア州）
ビクトリアの特徴：

カナダ・ブリティッシュコロンビア州南
西部、バンクーバー島の南端部にある、同
州の州都。温暖な気候で、美しい英国風の
街並みが広がる。

■創立：1971年
■学生数：14,000人
■大学の特徴
　・�ビクトリアで最大の大学で、多彩なプログ

ラムを提供しています。
　・�LansdowneとInterurban、2つ の メ イ ン

キャンパスがあり、バスで行き来すること
ができます。

　・�世界70か国から約1,700名の留学生が学
んでいる国際的な大学で、職員も多国籍で
日本人スタッフが常駐しています。

　・�授業は30名前後の少人数制で、丁寧な教
育を受けることができます。

国・都市：イギリス、プレストン
　　　　　（ランカシャー州）
プレストンの特徴：

ランカシャーの州都で、ロンドン、エディンバラから2時間
以内、リバプール、マンチェスターからは1時間以内とイギリ
ス全土への交通が非常に良い場所に位置している。雇用、所得、
ワークライフバランス、交通、技能、環境、住宅価格を含む10
項目を英国42都市で測定したGood Growth for Cities総合16
位にランクされ、英国内でも注目されている都市でもある。

■創立：1828年
■学生数：23,000人
■大学の特徴

・�イギリス最大の大学のひとつで、プレストン、バーンリー、
ウェストレイク、キプロスにもキャンパスを所有し、400以
上の学部課程と200以上の大学院過程がある大学です。

・�2015年のCentre for World University Rankingsでは、全
世界の大学の上位3.8%にランクインし、教育の質の高さで
世界的に知られています。

・�世界100か国以上から留学生を受け入れ、世界中の120以上
の機関と提携している国際的な大学で、留学生へのサポート
も充実してます。

　　　セントラルランカシャー大学

食堂図書館

キャンパス内

BC州議事堂

34
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BSAⅡ・Ⅳ

　本プログラムを通して、自分は様々な面において成長できたと思
います。このプログラムを総合的に見ると、過去に習った理論など
をさらに実践的にどういかせるかなどといった、より発展的なス
テージで物事を考える良い機会になったと思います。そして、レディ
ング大学での学びの環境は自分の理想に非常に近いものでした。そ
う考えさせられた理由は、教育のシステムと内容にあると思います。

レディング大学のIFPでは、立命館のように1週間に計14科目ほ
ど、それぞれ90分間全く別の科目を学ぶシステムとは違い、基本的
に履修科目は4つで、1週間に計14回ほどの講義があり、それぞれの
授業時間は50分でした。つまり、1週間の授業のコマ数は同じです
が、授業を受ける時間と科目の種類が少ないのです。1週間の間に同
じ科目が複数回、別々の日にあることで、仮に予習や復習ができな
くても自然と頭に定着しやすくなっていました。そして受け身の授
業だけでなく、Seminar、Tutorialなどと少人数形式の異なる形態の
授業も行なわれていたため、より濃い内容の授業を受けることがで
きました。

　春季タームではグループワークが増え、特に経営学の授業での取
り組みは忘れられないものとなりました。マーケティングプロジェ
クトの課題で、センター街にあるお店のマーケティング調査を行う
というものがありました。そのマーケティング調査をする際の着目
点などは、その直前に習った理論などを参考にして、それらを反映
させて顧客のデータを集めていくというものでした。こうして実験
的に経営の理論を利用してデータを見るのは初めてで、非常に楽し
く取り組むことができました。そこで苦労したのは、メンバー間の
モチベーションの差でした。全員がという訳ではありませんが、課
題に対する姿勢は文化背景によって大きく差があるように感じ、ほ
ぼ全てのグループに必ず1人は貢献度0%の人がいたりと、グループ
ワークやリーダーシップのスキルが求められる課題でした。

留学生活中は本当に沢山の人との関わりを大切にできたと感じて
います。タームが始まってすぐバンドサークルやテニスクラブに所
属して、授業で一緒になる学生以外の人との関わりも増やすことが
できました。そして、自分の趣味の音楽がきっかけで、IFPで初の、
学生が特技を披露するタレントショーが開催されました。そこでは
メインパフォーマーとして会場を盛り上げることができ、IFP以外の
人たちなども誘うことができ、面白いイベントを生み出すことがで
き満足しています。

　たったの半年間でしたが、沢山の人と触れ合い、出会いや環境を
非常に大切にできた素敵な留学生活だったと思います。今後もこの
半年間で学んだことを活かし、より良い大学生活を送りたいと思い
ます。

※先輩体験記より抜粋

（★）派遣型

レディング大学

レディング大学のInternational Foundation Programme（IFP）を立命館大学経営学部生向けにアレンジした「派遣型留学プログラム」です。

 ● �Foundation Programme とは、イギリスの大学で開講されている大学進学準備のためのコースで、大学の授業についていける英語力や
基礎知識を学ぶためのカリキュラムとなっています。

■現地での履修科目（例）
International Foundation Programme（IFP）では各セメスターごとに下記の科目の中から3つの科目を履修します。
　〈First semester〉

　〈Second semester〉

※現地での履修科目は開講年度により変更となる場合があります。

Academic English Concepts in Politics
Introduction to Sociology Psychology and the Body

Introduction to Business Management Foundation Economics -Microeconomics
Statistics and Data Science Academic Skills

過年度派遣学生体験記
（2017年度夏期 BSAⅣ）

国・都市：イギリス・レディング市
レディング市の特徴：

ロンドンから電車で25分。商業都市で、
国際企業の英国支社が近隣に立地している。

■創立：1926年
■学生数：15,000人
■大学の特徴：

・ヒースロー空港／ガトウィック空港への
アクセスが良い場所にあります。

・キャンパス内には湖もあり、緑も多く、
生活環境はとても良いところです。在学
生の10％程度は留学生です。

・国際経営のレディング学派が生まれた大
学であり、イギリスで最初に作られた伝
統あるファウンデーションコースの経営
関連の授業は、ビジネススクールの教授
陣が教鞭を取ります。

・ファウンデーションコースに在籍する約
120名の学生と共に学習することによっ
て、英語力だけでなく、経営学の基礎学
力も飛躍的に伸びることで有名なコース
です。

35
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立命館大学長 様 

 

私は、立命館大学経営学部・経営学研究科主管の海外学習プログラム（BSA プログラムなど。現地への渡航を伴わ

ないオンラインのものも含む。以下「プログラム」という。）に参加するにあたり、立命館大学の代表学生として海

外に派遣されることを自覚したうえで、プログラムの募集要項に記載の事項および次の各事項を承諾し、誠実に履

行します。なお、承諾内容に反した場合、立命館大学の代表学生として相応しくない行動を取った場合は、プログ

ラムへの参加取消しまたは帰国措置を命じられても、異議を申し立てません。 

 

１．プログラム参加手続の履行 

（１） プログラム申込金および実習費ならびにその他諸経費がかかる場合は、指定の期日までに納入すること。

指定の期日までにプログラム申込金、実習費等の納入がない場合、プログラム参加を辞退するものとみな

す場合があること。 

（２） プログラムの合格後は、立命館大学が正当と認める理由以外ではプログラム参加の辞退はできないこと

を十分に理解した上で申込手続を行うこと。 

（３） 立命館大学または経営学部・経営学研究科が辞退期限として指定している期日以降にプログラム参加を

辞退する場合、立命館大学によりプログラム参加を取り消された場合、またはプログラムの開始前後にか

かわらず立命館大学の責に帰さない事由によりやむを得ずプログラムを中止する場合には、立命館大学

に納付したプログラム申込金、当該プログラムへの参加にあたり負担した費用、辞退・参加取消・中止に

より発生する費用、当該プログラムに関わる派遣先大学・業者が定めるキャンセル料・追加料金について、

学生本人または父母等が負担すること。また、当該支払に際して外貨から日本円への交換手数料が発生す

る場合は学生本人または父母等が負担すること。 

（４） 立命館大学が指定する海外旅行保険および危機管理支援サービス（以下「海外旅行保険等」と総称する。）

に、留学に係る出発から帰国までの期間加入すること。また、派遣先大学から別途で海外旅行保険等に加

入することを指定された場合は、立命館大学および派遣先大学が指定するそれぞれの海外旅行保険等に

加入すること。 

（５） 立命館大学または経営学部・経営学研究科が指定する往復の航空便、指定旅行代理店、指定査証代行取得

業者、指定宿舎がある場合は、それらを利用することとし、指定の期日までに手続を行うこと。指定の期

日までにビザ、パスポート等の取得ができない場合、プログラム参加を辞退すること。 

（６） 立命館大学および経営学部・経営学研究科が指定するガイダンスに出席し、指定の期日までに必要な書類

を提出すること。 

（７） 立命館大学の定期健康診断を受診すること。何らかの事情で受診できていなかった場合は、指定の期日ま

でに、別途健康診断を受診すること。 

（８） 医師がプログラムへの参加が困難であると判断した場合、その見解にもとづき、立命館大学がプログラム

参加を認めないことがあること。 

（９） 派遣先大学または派遣先大学が所在する国・地域・自治体が指定する予防接種を、指定の期日までに受け

ること。 

（１０） 既往症、現在疾患、服薬の状況等について、指定の期日までに立命館大学に申告すること。また、申告内

容に変更があった場合は、速やかに再度申告すること。 

 

２．プログラムに関する諸条件 

（１） プログラム派遣候補者として選抜されることは、派遣先大学での受入を保証するものではないこと。また、

派遣先大学の事情によっては、受入が許可されない場合もあること。 

（２） 本邦外務省による海外安全情報にもとづき、派遣先国・地域または都市に対して危険情報および感染症危

険情報レベル2以上が発令された場合、立命館大学は派遣者の生命・身体の安全を最優先し、原則、派遣

の中止を判断する。派遣中止が判断された時点ですでに留学を開始している者は、本邦外務省や在外公館

の勧告・命令および立命館大学の指示に従い、安全を確保したうえで速やかに日本に帰国すること。 

また、危険情報または感染症危険情報レベル１以上が発令されている（例外としてプログラムが実施また

は継続する場合も含む。）、もしくは発令がされていない場合でも、派遣者の安全確保または学習の継続が

保証できないと立命館大学が判断した場合は、派遣の中止および早期の帰国を命ずることがある。この場
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合において、これらの事態により発生するキャンセル料や帰国手配等に係る費用負担について、海外旅行

保険で補填できない場合は学生本人または父母等の負担において対応すること。 

（３） プログラム参加中、緊急に医療手当てまたは手術の必要が生じた場合、学生本人および父母等の個別同意

がなくとも、立命館大学または派遣先大学の担当者の判断によって処置されることがあること。 

（４） 医師による診断にもとづき、プログラムの継続が困難であると立命館大学が判断した場合、立命館大学の

帰国措置の指示に速やかに従うこと。 

（５） プログラムが定める教育上の目的が達成できず、プログラム参加の継続が困難であると立命館大学が判

断した場合、立命館大学の帰国ないし受講中止措置の指示に速やかに従うこと。 

（６） 帰国もしくは受講中止措置を受けたとき、または自己都合によりプログラムを中止したとき、これに伴っ

て発生する帰国費用等は学生本人または父母等が負担すること。 

（７） プログラム参加にあたり立命館大学から奨学金の給付を受けていた場合、当該奨学金の規程にもとづき、

プログラム参加を中止する等の理由により、奨学金の全部または一部の返還を求められることがあるこ

と。 

（８） プログラム参加に伴う渡航期間・受講期間が、立命館大学における講義・補講、定期試験、追試験等と重

なった場合、特別な配慮は行われないこと。 

（９） ホームステイでは、１家庭に複数名の学生が滞在する場合があること。寮・ホテルでは、１部屋に複数名

の学生が滞在することが基本となること。 

（１０） プログラム参加にあたり、滞在先、航空券等の諸手続、手配等を自身で行わなければならないプログラム

については、事前に諸手続、手配等について十分確認し、必ず自身の責任において遅滞なく行うこと。 

 

３．個人情報取扱いに関する同意 

（１） 立命館大学経営学部事務室に届け出た個人情報について、立命館大学経営学部事務室が、派遣先大学、事

務業務受託会社、旅行会社、査証代行取得会社、保険会社、保険代理店、危機管理支援サービスを提供す

る会社、海外用携帯電話レンタルサービスを提供する会社、航空会社、関係省庁および在外公館に提供し、

プログラム運営や緊急時の対応のために利用することに同意すること。 

（２） 立命館大学経営学部事務室が、プログラム運営のために、派遣先大学等から成績情報、生活情報等の個人

情報の提供を受けることや派遣先大学に成績情報・生活情報等の個人情報を提供することに同意するこ

と。 

 

４．プログラム参加の責任 

（１） プログラム参加中に発生したトラブルについては、基本的に学生本人の責任において対処すること。 

（２） オンライン留学等のプログラム参加にあたり、受講のための環境（パソコンやタブレット等受信機器や通

信環境等）整備や受講に必要な通信費用は、学生本人が負担すること。 

（３） 学生本人が被った人的・物的損害または自己が派遣先大学もしくは第三者に与えた人的・物的損害が、次

の①～⑨のいずれかにあたる場合、学生本人または父母等の責任において対処し、立命館大学に損害賠償

その他のいかなる責任も追及しないこと。 

① 自然災害、海難、火災、政府や公共団体の指令、戦争、暴動、ストライキ、盗難、隔離、テロリズ

ム、ハイジャック、航空機事故、交通事故、犯罪、流行病、税関規則、航空機等の突然のスケジュ

ール変更、その他の不可抗力により生じた損害 

② 立命館大学が管理しえない状況で起こった事件または事故により生じた損害 

③ 法令または公序良俗に反する学生本人の行為により生じた損害 

④ 学生本人の故意または過失により生じた損害 

⑤ プログラムの趣旨・目的から逸脱した学生本人の行為により生じた損害 

⑥ 学生本人の個人的問題から生じた損害 

⑦ 学生本人が行った滞在先、航空券等の諸手続、手配等により生じた損害 

⑧ 通信障害によるトラブル等により生じた損害 

⑨ ２（２）の派遣の中止により生じた損害 
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５．規律事項 

（１） プログラムの目的と趣旨を理解し、学習および研究に専念すること。 

（２） プログラム期間中は、日本の法令および立命館大学の諸規則ならびに派遣先大学が所在する国・地域の法

令および派遣先大学の諸規則を遵守すること。 

（３） 立命館大学および派遣先大学の教職員の指示に従うこと。 

（４） 麻薬、向精神薬等日本の法律または派遣先大学が所在する国・地域・自治体の法律により違法とされる薬

物、危険ドラッグ、銃等の所持、使用、購入および日本への持ち込みはしないこと。 

（５） プログラム参加中に、自動車、オートバイ、船舶、航空機等の運転、操縦および購入を行わないこと。 

（６） バンジージャンプ、スカイダイビング、スキューバダイビング等危険な行為を行わないこと。 

（７） 健康管理は自らの責任で行い、常備薬や主治医の紹介状等を現地に持参すること。 

（８） プログラム参加中に、旅行または外泊する場合は、指定の期日までに所定の届出を立命館大学に行うこと。

立命館大学または派遣先大学から計画の変更や中止の指示があった場合は、それに従うこと。 

（９） プログラム参加中は、立命館大学が指定する報告を遅滞なく行うこと。 

（１０） プログラム終了後はすみやかに帰国すること。立命館大学の許可なく、個人的な理由により滞在期間を延

長しないこと。 

（１１） 渡航期間が 3 か月未満の短期プログラム参加者については、立命館大学の許可なく、日本または母国への

一時帰国・再入国を行わないこと。 

（１２） 派遣先大学の寮規程もしくは入居した寮の規則またはホームステイ先の規則に従い、生活すること。 

（１３） 派遣先大学の授業の録音や録画、写真撮影などは、授業担当者の許可を得ること。 

（１４） 派遣先国および地域で危機が発生し立命館大学が帰国を命じた場合は、命令および指示に従い安全を確保

したうえで速やかに帰国すること。 

（１５） オンライン授業の受講にあたり、以下の行為は、情報倫理に反する行為として固く禁止する。  

① オンライン授業のために配布されたオンライン会議システムの情報（URL、ミーティングID、パスワ

ード）を、 授業と関係のない第三者と共有すること。  

② ライブ形式で実施されるオンライン授業の様子を派遣先大学の担当教員や出席者の許可なく写真に撮

りSNSなどで共有し、拡散すること。また、担当教員の許可なく、授業の内容を録音・録画し、それ

を公開すること。 

③ オンライン授業で配布された資料等を、派遣先大学の担当教員の許可なく再配布すること。  

④ 授業での活用を目的としてインターネット上（Youtube等）で限定公開されている動画資料につい

て、そのURLを授業と関係のない第三者と共有すること。 

 

上記のすべての承諾事項を確認の上、遵守します。 
 

20   年   月   日 

参加プログラム名：                   （派遣先大学・機関：             ） 

学部／研究科：                      回生：                     

学生証番号：                        

氏名（自署）：                        
 

20   年   月   日  

父母等（自署）：                                   （父母等直筆のこと） 

父母等緊急時連絡先： 〒                                         

電話番号：                   学生本人との続柄：                               

学生本人記入欄 

父母等記入欄 

派遣予定者に内定後、派遣ガイダンスで記入書式を配布します 
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memo
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〖 BSAプログラム問い合わせ先〗
立命館大学 経営学部事務室 国際担当
平日9:00〜17:00（11:30〜12:30を除く）

TEL＞ 072-665-2090

MAIL> ba-koku@st.ritsumei.ac.jp

BSA HP＞ https://ritsumei-ba-gblp.jp/

mailto:ba-koku@st.ritsumei.ac.jp
https://ritsumei-ba-gblp.jp/
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